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2020年代のBIM/CIM

オートデスク技術営業本部 石川翔平
建設・土木ソリューションエンジニア / DXスペシャリスト

BIM/CIMとDXプラットフォーム



x
Digital Transformation



デジタルツイン

※Tandemは日本ではまだサービスの取り扱いがありません



Costruction IQ

機械学習・AI

※SPACEMAKER、Pypeは日本ではまだサービスの取り扱いがありません



VR・AR

※THE WILD、IRISVRは日本ではまだサービスの取り扱いがありません



点群



施工BIM・クラウド



DXプラットフォーム









“Autodesk is supporting and advancing its customers’ 
digital transformation journeys by connecting workflows 

in the cloud for better outcomes and workflows. “

オートデスクは、より良い成果とワークフローを実現するために、
クラウドでワークフローを接続することで、お客様のデジタルトラ
ンスフォーメーションジャーニーをサポートし、前進させています。



建設DXはプラットフォームの時代

https://www.mckinsey.com/industries/private-equity-and-principal-investors/our-insights/rise-of-the-platform-era-the-next-chapter-in-construction-technology

(2020.10 McKinsey Report)
Rise of the platform era: The next 

chapter in construction technology

 「プラットフォームの時代」
o BIMは情報管理の手段という位置づけ
o Technologies such as building-information 

modeling (BIM) and electronic document 
management are nearly ubiquitous among major 
firms.

o BIM（ビルディング・インフォメーション・モデリング）や
電子文書管理などの技術は、大手企業の間ではほ
とんど普及しています。

https://www.mckinsey.com/industries/private-equity-and-principal-investors/our-insights/rise-of-the-platform-era-the-next-chapter-in-construction-technology


2020年代のBIM/CIMとは？

これまでのBIM/CIMのイメージ
o BIM/CIMを中心にさまざまな業

務が改善されるはず
o 3D形状に注目が集まる

• シミュレーション/干渉チェック
• Digital/Parametric Design



2020年代のBIM/CIMとは？

建設DX

o業務を解決するためのデータ活用
• 工程管理/契約管理/リスク管理
• 多くの管理すべき情報がある

oプラットフォームによる情報管理
o BIM/CIMはその中で建物情報を

デジタルに管理する技術

BIM/CIMで重要なのは3D形状ではなく、
プラットフォーム上で管理可能な建物情報
＝データベースであること

メンバー情報業務情報 建物情報

デジタル・プラットフォーム



業界による「デジタル化」の方向性の違い

建設業で進められていた
デジタル化=BIM/CIM

2010’s 2020’s

建設DXの部分としてのBIM/CIM

他業界で進んでいた
デジタル化=DX

プラットフォーム・サービス



「建物のデジタル表現」から「業務のデジタル化」へ

建設業で進められていた
デジタル化=BIM/CIM

他業界で進んでいた
デジタル化=DX

2010’s 2020’s

建設DXの部分としてのBIM/CIM

いつ
誰が

何した

業務情報の管理をデジタル化

干渉チェック
CG、シミュレーション
4D＆5D(見積り&工程)

建物をデジタルに表現

プラットフォーム・サービス



建物/構造物の情報だけでなく、
業務や従業員に関する情報も
デジタルに管理する必要がある



[AU2021]パネルディスカッション
ピックアップ・セッション

 後半から「データのあり方」の議論になる。
o 従来のBIM/CIMの話から離れて、プロジェクト情報やプロ
セス情報の管理の話が中心になる。

o プロジェクト情報にメタ情報を付与する。
o プロセス情報を分析してデータとして活用する。
o BIM/CIMには3Dの意味合いはない。

https://www.autodesk.com/autodesk-university/forge-content/au_class-urn:adsk.content:content:5532868e-7ec6-4555-80bc-88f7487f69ff


プロジェクト情報の取り扱い方に対する提案
[AU2021]パネルディスカッション

https://www.autodesk.com/autodesk-university/forge-content/au_class-urn:adsk.content:content:5532868e-7ec6-4555-80bc-88f7487f69ff


BIMモデルデータだけでなく、プロセス情報もデジタル化していく必要性がある
[AU2021]パネルディスカッション

https://www.autodesk.com/autodesk-university/forge-content/au_class-urn:adsk.content:content:5532868e-7ec6-4555-80bc-88f7487f69ff


海外(NBS)の定義では、BIMに「3次元」の意味はない。
[AU2021]パネルディスカッション

https://www.autodesk.com/autodesk-university/forge-content/au_class-urn:adsk.content:content:5532868e-7ec6-4555-80bc-88f7487f69ff


「なぜBIM/CIMを使うのか？」
2020年代では目的が変化

BIM/CIM DX



DX 3つのキーワード

DXの主語は「会社」

BIMは「建物・構造物のデジタル表現」
1

2

3

DXは「業務情報のデジタル化」

労働力としてコンピュータを利用

個々の業務ではなく会社全体を見据えて考える

コンピュータを使うのではなく、コンピュータに労働させる



情報をプラットフォームに集約することで、情報の管理効率を上げる
業務情報を個人管理から会社管理へ

個人PC管理

個人間のやり取り

Bプロジェクト

Aプロジェクト
個人PC管理

Bプロジェクト

Aプロジェクト
個人PC管理

Bプロジェクト

Aプロジェクト

 PCは個人で管理される
 データファイルの管理はPC単位(個人単位)

 情報交換は個人間のやりとり(メール)



情報をプラットフォームに集約することで、情報の管理効率を上げる
業務情報を個人管理から会社管理へ

個人PC管理

個人間のやり取り

Bプロジェクト

Aプロジェクト
個人PC管理

Bプロジェクト

Aプロジェクト
個人PC管理

Bプロジェクト

Aプロジェクト

 プラットフォームに情報を集約する
 ブラックボックスを無くす

 PCは情報を閲覧するインターフェース プラットフォーム
Aプロジェクト

作業データファイル 業務連絡

Bプロジェクト

作業データファイル 業務連絡

管理者



会社としてルールを作り、コンピュータが一律にチェックをすることで
会社全体の建物の質を底上げし、担当者は自分の作業に集中できる

プラットフォーム

会社でコンピュータの
作業を検討する

チェックをコンピュータに
任せることができる

プラットフォームは会社全体の業務効率を上げる
コンピュータが働く環境としてのプラットフォーム

プロジェクトA

プロジェクトB

プロジェクトごとにBIMモデルを作るが、担当者が活用方法を検討する
■2010年代のBIM/CIMの考え方

プロジェクトC

BIM活用＝CG、ビジュアライズ

BIM活用＝環境シミュレーション

BIM活用＝4D-5Dシミュレーション

BIM
CIM

BIM
CIM

BIM
CIM

BIM
CIM

BIM
CIM

BIM
CIM

プロジェクトA

プロジェクトB

プロジェクトC

■2020年代のBIM/CIM(=建設DX)の考え方

チェック

チェック

チェック

コンピュータを
人間が利用する



 さまざまな種類の情報をプラットフォー
ムに集約する
o 会社には業務情報、メンバー情報、建
物情報など多くの情報があるが、従来
はバラバラにデータファイルで保管

プラットフォームは会社全体の業務効率を上げる

現場 人材管理 BIM



 さまざまな種類の情報をプラットフォー
ムに集約する
o 会社には業務情報、メンバー情報、建
物情報など多くの情報があるが、従来
はバラバラにデータファイルで保管

o 各業務をデータベース化しつつ、プラット
フォームに集約し、相互に関連付ける
（リレーション）

プラットフォームは会社全体の業務効率を上げる

メンバー情報業務情報 建物情報

DXプラットフォーム

さまざまな情報がDBの水準に揃うことで
コンピュータが横断的にアクセスできる

コンピュータによる横断的な
データ処理が可能になる

現場 人材管理 BIM

リレーション



本日のまとめ



DX 3つのキーワード

DXの主語は「会社」

BIMは「建物・構造物のデジタル表現」
1

2

3

DXは「業務情報のデジタル化」

労働力としてコンピュータを利用

個々の業務ではなく会社全体を見据えて考える

コンピュータを使うのではなく、コンピュータに労働させる



DXはいろいろと難しそうだが、
何から始めれば良いのか？



まずは、Autodesk Docsから始めましょう

[CDE(共通データ環境)]

[BIMモデル管理] [数量拾い・集計] [施工管理]



クラウド製品の種類と契約内容

• 共通データ管理基盤(CDE)
• データファイルの管理や閲覧
• 指摘事項機能によるtodo管
理

※各ソフトウェアへの追加機能

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

ACC機能モジュール
Docs

ACC機能モジュール
Docs

Design Collaboration

Model Coordination

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

• 複数BIMモデルの進捗管理

• モデルの統合と干渉チェック

BIM360 Layout
現場測定機器との連携

• BIMモデルと測量機器の連携
※Android

以下のソフトウェアに追加機能

Revit Cloud 
Worksharing 

Collaborate for 
Civil 3D

Collaborate for 
Plant 3D

ACC機能モジュール
Docs

Build

Cost

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

• 設計と施工の情報管理

• 予算管理

• 2Dと3Dの積算

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

ACC機能モジュール
Docs

Takeoff

※プラットフォームの機能

• 共通データ管理基盤(CDE)

ACC機能モジュール
Docs

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

※ACCのみ利用可 ※ACCのみ利用可※ACC＆BIM360※ACC＆BIM360

BIM Collaborateに加え

※ACC＆BIM360



クラウド製品の種類と契約内容

• 共通データ管理基盤(CDE)
• データファイルの管理や閲覧
• 指摘事項機能によるtodo管
理

※各ソフトウェアへの追加機能

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

ACC機能モジュール
Docs

ACC機能モジュール
Docs

Design Collaboration

Model Coordination

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

• 複数BIMモデルの進捗管理

• モデルの統合と干渉チェック

BIM360 Layout
現場測定機器との連携

• BIMモデルと測量機器の連携
※Android

以下のソフトウェアに追加機能

Revit Cloud 
Worksharing 

Collaborate for 
Civil 3D

Collaborate for 
Plant 3D

ACC機能モジュール
Docs

Build

Cost

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

• 設計と施工の情報管理

• 予算管理

• 2Dと3Dの積算

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

ACC機能モジュール
Docs

Takeoff

※プラットフォームの機能

• 共通データ管理基盤(CDE)

ACC機能モジュール
Docs

Account Admin
Project Admin

(管理用モジュール）

Insight

※ACCのみ利用可 ※ACCのみ利用可※ACC＆BIM360※ACC＆BIM360

BIM Collaborateに加え

※ACC＆BIM360 AEC Collectionには
Docsが含まれています
すでにご契約されているユーザーさまは
Autodesk Construction Cloudの
Docsモジュールをご利用いただけます



AECコレクション：ソフトウェアからプラットフォームまで「1パッケージ」で

プラットフォーム ソフトウェア

点群・現場画像処理

3D&BIM/CIM

2Dワークフロー
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